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令和７年第３回市議会定例会一般質問対応状況について 

 
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

１ 清 水 

  議 員 

(新政会) 

 

ランニング

のまち武蔵

村山に！狭

山丘陵の自

然を活かし

たランニン

グコースに

ついて 

①かたくりの湯、総

合体育館、モノレール

新駅を活用するラン

ニングコースの設定

について 

狭山丘陵の多摩湖や狭山湖周辺には

ランニングやウォーキングに適した複

数のコースがあり、健康維持や運動不

足、ストレスの解消などを目的に、多く

の方が御利用されていることは、承知

をしているところでございます。 

ランニングコースの設定につきまし

ては、走行距離、高低差や横断歩道が少

なく道幅が広い道路などの安全性を確

認する必要がございますので、関係機

関等の御意見を伺いながら、かたくり

の湯や総合体育館等を活用した、多く

の方が利用できるコースを考えてまい

ります。 

２ 前 田 

  議 員 

(公明党) 

 

中学校部活

動の今後に

ついて 

少子化や教職員の

働き方改革などを背

景に部活動の環境が

大きく変化している。 

①本市の現状と課

題について。 

本市では、各校に部活動指導員等を

配置し、外部人材を任用するなどの取

組を進めているところでございます

が、地域移行を進めるに当たっては、地

域人材や協力団体の確保、報酬財源等

が課題であると考えております。 

②今後の方向性に

ついて。 

現在、中学校に在籍する生徒数が減

少している中では、地域移行だけでな

く、各中学校における部活動指導形態

の見直しや、市内合同部活動の実施な

ど、実現が可能なものから進めていき

たいと考えております。 

３ 鈴 木 

  議 員 

(市民のﾁｶﾗ) 

 

生徒の主体

的な活動に

ついて 

 

 

 

彦根市で、全国的に

見て珍しい取組、生徒

会長公約実現事業を

始めた。生徒の主体的

な活動促進のために、

本市でも導入を検討

すべきと考えるが、見

解は。 

現在、本市では、中学校における生徒

会活動の活性化を図るため、「生徒会連

絡会」を実施し、生徒会同士の意見交換

を行っているところでございます。 

本市といたしましては、連絡会での

生徒の意見交流から、学校運営やまち

づくり学習に波及することを期待して

おります。 

このような状況から、本市では、彦根

市での取組と同様の取組を実施するこ

とは考えておりませんが、今後も生徒

の主体的な活動を推進してまいります

ので、御理解を賜りますようお願いい

たします。 

資料１ 
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

４ 土 田 

  議 員 

(新政会) 

 

小・中学校に

おける水泳

実技授業に

ついて 

体力の向上及び命

を守るためにも水泳

実技授業は重要と考

える。しかし、全国的

に廃止や座学に変更

される動きが加速し

ている。その背景と本

市の見解について伺

う。 

水泳指導につきましては、プールの

老朽化やその維持管理、教員の負担軽

減及び気候変動による熱中症対策等の

観点から、授業時間の縮小や外部施設

の活用等を実施する自治体が増えてき

ております。 

本市では、水泳指導は、水難事故防止

等の観点から重要な指導であると考え

ているため、学習指導要領に則り実施

してまいりますが、このような状況を

踏まえ、水泳指導の時期を６月初旬頃

から始めたり、夏季休業中の水泳指導

を廃止したりして、児童・生徒の安全面

等を考慮しながら指導を行っておりま

す。 

５ 木 村 

  議 員 

(市民のﾁｶﾗ) 

 

子どもの居

場所づくり

について 

家庭の抱える困難

は深刻化し、地域のつ

ながりも希薄化して

いる。子どもが安心し

て過ごせる居場所づ

くりの必要性につい

て伺う。 

①学校の現状と課

題。 

 学校での現状につきましては、小学

校では、夏季休業期間中に自習教室を

１週間程度設定しております。また、雷

塚図書館では、夏季休業期間中に小・中

学生を対象に、２階の地区会館学習室

を利用した読書スペースを、市民会館

では、長期休業中に小学生から高校生

までを対象に、学習スペースを提供し

ております。 

 さらに、放課後には放課後子供教室

や地域未来塾、学校校庭開放を実施し、

週末には土曜日チャレンジ学校を実施

するなど、児童が安心して過ごせる居

場所を提供しております。 

現在、児童の居場所を提供する取組

につきましては、登校時間帯に対応し

ていないため、本市における課題など

を整理しているところでございます。 

６ 遠 藤 

  議 員 

(公明党) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツジ

ム利用料の

医療費控除

と予防医療

について 

 

 

 

 

 

 

 

①総合体育館で実

施する場合の条件等

を伺う。 

総合体育館でのトレーニング室利用

料を医療費控除に適用する場合には、

「健康増進施設」として厚生労働大臣

からの認定を受け、かつ運動療法を行

うに適した施設として厚生労働省の

「指定運動療法施設」の指定を受ける

ことが必要でございます。 

②実施している立

川市の取組状況や利

用者数を伺う。 

 

 

立川市に伺ったところ、泉市民体育

館が平成 29年２月に「健康増進施設」

の認定、同年７月に「指定運動療法施

設」の指定を受け、運動プログラムの提

供や個別指導といった取組を行ってい
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

６ 遠 藤 

  議 員 

(公明党) 

 

 

 

スポーツジ

ム利用料の

医療費控除

と予防医療

について 

 

②実施している立

川市の取組状況や利

用者数を伺う。 

るとのことでございます。利用者数に

ついては、年間２、３件の市民からの相

談はあるものの、医療費控除の手続き

にまで至るケースはなく、令和５年度

及び６年度の利用者数は０件であると

のことでございます。 

  ③高血圧・糖尿病等

の予防対策として今

後の取組を伺う。 

総合体育館では、高血圧・糖尿病等の

予防に関する事業は開催しておりませ

んが、利用者個人の症状や主治医から

の運動制限の有無等を確認した上で、

その方に適した各種教室の案内や有酸

素運動・トレーニングマシンの利用を

指導しているところでございますの

で、御理解を賜りますようお願いいた

します。 

７ 内野和典 

  議 員 

(新政会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野山北公園

水田学習に

ついて 

 

昭和 54 年度から継

続して行っている水

田学習。 

①各校共通の取組

内容について。 

教育委員会では、小学校５年生の児

童を対象に、野山北公園内学習田にお

いて、水田学習を実施しております。各

校共通の取組内容は、田植え及び稲刈

りとなっており、任意で脱穀を行って

いる学校もございます。 

②現状における課

題、事業を継続してい

くために必要な支援

について。 

水田学習の現状における課題でござ

いますが、指導員の高齢化やバスによ

る移動手段を確実に確保することであ

ると考えております。 

また、事業を継続するために必要な

支援につきましては、水田学習推進委

員会における資料作成及び日程調整等

の事務的支援や学習実施日に充分な人

員を確保することにより、効果的な水

田学習が期待できるものと考えており

ます。 

東京 2025デ

フリンピッ

クについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本で初開催とな

るデフリンピック。ス

ポーツ都市宣言を行

っている本市として、

機運醸成や参画に向

けたこれまでの取組

内容を伺う。 

 

 

 

 

 

 

デフアスリートのための国際スポー

ツ大会「第 25回夏季デフリンピック競

技大会 東京 2025（ニーゼロニーゴー）」

が、令和７年 11月に開催されます。本

市では、この機を捉え、児童・生徒が共

生社会について考え、行動するきっか

けとなるよう、小学校２校において、日

本代表内定選手を講師として招き、令

和７年６月にスポーツ体験授業を実施

いたしました。 

また、令和６年度には、開催案内の市

報への掲載のほか、令和７年度におい

ては、チラシやエンブレムバッジの配
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

７ 内野和典 

  議 員 

(新政会) 

 

東京 2025デ

フリンピッ

クについて 

 

 

日本で初開催とな

るデフリンピック。ス

ポーツ都市宣言を行

っている本市として、

機運醸成や参画に向

けたこれまでの取組

内容を伺う。 

布、ポスターの掲示を行ったところで

ございます。 

今後の取組でございますが、小学校

３校、中学校１校においてデフリンピ

ック競技の観戦、また、キャラバンカー

の巡回が予定されております。 

８ 大 野 

  議 員 

(新政会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合体育館

の周辺設備

について 

①体育館周辺のベ

ンチの状態について

伺う。 

総合体育館周辺のベンチにつきまし

ては、屋外ランニング走路に８台、体育

館西側ロータリーに７台、合計 15台の

うち一部損傷や傷みがあるベンチが７

台、使用不可のベンチが４台あること

を確認しておりますので、今後、修繕を

行う予定でございます。 

②体育館周辺の照

明時間の延長につい

て伺う。 

体育館周辺の照明につきましては、 

季節に応じて午後４時から午後６時 30

分までの間で点灯し、消灯時間は近隣

住宅等への配慮から午後10時に消灯す

る設定になっておりますので、消灯時

間を変更する予定はございません。 

③新たに体育館の

入口付近にトイレの

設置ができないか伺

う。 

屋外ランニング走路の利用者に対し

ましては、体育館内及び総合運動公園

運動場第一運動場付近のトイレを御利

用いただくよう御案内をしております

ので、体育館の入口付近にトイレを設

置する予定はございません。 

９ 田 口 

  議 員 

(新政会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵村山市

駅伝競走大

会の運営に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①体育協会との連

携について。 

 

市民駅伝競走大会につきましては、

参加選手の安全確保、大会の円滑な運

営を期するため東大和警察署、北多摩

西部消防署を始めとする関係機関及び

協賛企業と連携し、開催しております。 

体育協会につきましては、各中継所

で次走者を整列させるなどの業務に御

協力いただいております。 

②参加者の応募方

法について。 

応募につきましては、指定の参加申

込書に必要事項を記入し、スポーツ振

興課へ提出いただいておりますが、令

和７年度は、インターネットからの申

込みも可能とする予定でございます。 

③大会当日のスタ

ッフの配置について。 

 

 

 

 

スタッフの配置につきましては、参

加選手等の安全を確保するため、専門

の交通誘導警備員を配置するほか、集

計等の計測業務を業者に委託しており

ます。 

また、当日のスタッフにつきまして
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

９ 田 口 

  議 員 

(新政会) 

 

武蔵村山市

駅伝競走大

会の運営に

ついて 

③大会当日のスタ

ッフの配置について。 

 

は、関係機関の職員、関係団体の方々

に、ランナーの先導や救護、会場設営、

中継所、監察員、受付などの業務に御協

力をいただいております。 

10 田 村 

  議 員 

(日本共産党) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校開放事

業における

体育館エア

コン代徴収

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①26 市で体育館使

用料を徴収している

市の数。 

②そのうちエアコ

ン代を別途徴収して

いる市の数及び金額。 

体育館使用料を徴収している市につ

きましては、26 市中 18 市でございま

す。 

また、空調設備使用料を別途徴収し

ている市につきましては、26 市中６市

で、本市のほか、稲城市は１時間当たり

500円、羽村市は１時間当たり 600円、

八王子市は空調設備の動力源の種類に

より１時間当たり500円から1,500円、

立川市は小学校１回当たり 150 円、中

学校１回当たり 200 円、町田市は１時

間当たり 300 円を徴収しております。

なお、清瀬市につきましては、体育館使

用料に空調設備使用料が含まれてお

り、１時間当たり 850円でございます。 

③公共施設使用料

見直しの進捗。 

公共施設の使用料につきましては、

現在、各施設に係る光熱水費等の維持

管理経費等の経費をもとに、各施設の

使用料を試算しているところでござい

ます。 

11 内野直樹 

  議 員 

(日本共産党) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもも大

人も安心で

きる不登校

支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本市における不

登校の児童・生徒数及

び全児童・生徒に占め

る割合。 

 

 

本市独自の調査では、令和６年度に

おける不登校児童数は 88人であり、不

登校出現率は 2.42％となっておりま

す。また、不登校生徒数は 185 人であ

り、不登校出現率は 9.54％となってお

ります。 

②不登校の要因に

対する聞き取り方法

とその特徴。 

不登校の要因に対する聞き取り方法

につきましては、学校が当該児童・生徒

やその保護者と面談を行うなどして、

どのような要因によるものか把握に努

めております。本市における不登校要

因といたしましては、「学校生活に対し

てやる気が出ない」、「不安・抑うつ」、

「生活リズムの不調」、「学業不振」等の

相談が多いことが特徴となっておりま

す。 



- 6 - 
 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

11 内野直樹 

  議 員 

(日本共産党) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもも大

人も安心で

きる不登校

支援につい

て 

 

③本市の不登校支

援策。 

本市の不登校支援策といたしまして

は、教育相談室や適応指導教室による

相談や通所による支援を行っているほ

か、東京都の不登校施策を活用し、第三

中学校チャレンジクラスの設置やイン

ターネット上の仮想空間で交流するバ

ーチャル・ラーニング・プラットフォー

ムを運用するなど、充実を図っており

ます。 

混迷を極め

るマイナ保

険証は見直

しを 

 

 

 

 

 

国は国民健康保険

証を今年度末まで使

える等の措置を行っ

た。 

②修学旅行時の保

険証コピーの取扱い

は。 

各学校は、これまで修学旅行等にお

いて、児童・生徒に対して、被保険者証

の写しの提出を求めておりましたが、

現在は、文部科学省及び厚生労働省か

らの通知を受け、マイナポータルから

ダウンロードした医療保険の資格情報

の写しについて提出を求める学校もご

ざいます。提出を求めていない学校に

つきましては、医療機関等を受診する

際、保護者と直接連絡を取るなどの対

応を行っております。 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料２

学校保健統計書

令 和 ６ 年 度

令和７年９月

武蔵村山市教育委員会
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資料３ 

「令和７年度教育課題夏季研修」出席状況について 

 

１ 開催年月日 

  令和７年８月４日（月）及び５日（火） 

 

２ 会場 

  武蔵村山市民総合センター（教育センター）３階研修室 

 

３ 研修テーマ 

回 テーマ 

第１回 まちづくり学習を通した地域を育てる力の育成 

第２回 不登校児童・生徒への対応について 

第３回 学校・学級経営に生かすアンガーマネジメントの実践 

第４回 デジタルを活用したこれからの学びの理論と実践 

 

４ 参加者数（人） 

学校名 第１回 第２回 第３回 第４回 

第 一 小 学 校 ３ ２ ２ ２ 

第 二 小 学 校 ０ ０ ０ ０ 

第 三 小 学 校 ０ １ １ ２ 

第 八 小 学 校 ４ ４ ３ ４ 

第 九 小 学 校 ２ ５ ７ ３ 

第 十 小 学 校 ０ ０ ０ ０ 

雷 塚 小 学 校 ３ ２ ４ ３ 

小中一貫校村山学園 １ １ １ ０ 

大南学園第七小学校 ２ １ ２ ２ 

大南学園第四中学校 １ ３ １ １ 

第 一 中 学 校 ０ ０ ０ ０ 

第 三 中 学 校 １ ４ ５ ３ 

第 五 中 学 校 １ １ ２ １ 

他 地 区 ４ ５ ５ ４ 

合 計 22 29 33 25 
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令和７年度 「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

⑴ 調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校

における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのよう

な取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（令和７年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領より） 

⑵ 調査の対象学年及び対象児童・生徒数（実施児童・生徒数） 

 ア 市立小学校 第６学年          ９校 616人（585人） 

 イ 市立中学校 第３学年及び中学部第９学年 ５校 609人（551人） 

⑶ 調査の内容 

 ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

 イ 学習意欲、学習方法、学習環境、生活諸側面等に関する質問調査 

ウ 学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関

する質問調査 

⑷ 調査の方式 

  悉皆調査 

⑸ 調査実施日 

  ア 教 科 に 関 す る 調 査 令和７年４月 17日（木） 

※中学校理科のみ４月 14日（月）～17日（木）のうち 

あらかじめ指定された１日 

  イ 児童生徒質問紙調査 令和７年４月 14日（月）から令和７年４月 30日（水）までの間で、各学

校の状況に応じて実施 

  ウ 学 校 質 問 紙 調 査 令和７年４月に実施 

 ⑹ 調査時間 

  ア 小学校 国語、算数、理科 45分 児童質問調査      20分程度 

  イ 中学校 国語、数学、理科 50分 生徒質問調査＋操作練習 25分程度 

⑺ 調査結果の活用 

   児童・生徒一人一人の学習状況の改善に役立てるとともに、各学校における授業の 

改善、市における学力向上のための施策の充実に役立てる。 
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２ 教科に関する調査の結果 

⑴ 概要 

 本市の各校種・各教科の平均正答率は、全国及び東京都の平均正答率を下回っている。 

ただし、中学校の平均正答率の充足率においては、令和４年度調査（小学校第６学年在籍時）

と比較し、各教科で上昇しており、同一学習集団における学力の伸びが見られた。 

平均正答率が低い問題については、指導の改善・充実を図り、学習内容を定着させていく必

要がある。 

なお、本年度の中学校理科は、MEXCBTを活用したオンライン方式で実施したが、各中学校で

のネットワークトラブルにより想定していた環境での実施が叶わなかった。環境の状況が正答

率に影響していることは否定できない。 

⑵ 平均正答率〔％〕              ※（  ）は全国平均正答率に対する充足率 

 小学校 中学校 

国語 算数 理科 国語 数学 理科 

本市 57（85.3） 47（81.0） 45（78.8） 51（93.9） 42（87.0） 23.3(48.2) 

都(公立) 70 64 60 57 53 48.3 

全国(公立) 66.8 58.0 57.1 54.3 48.3 48.3 

 

   【参考】 

校種 小学校 中学校 

教科 
年度 国語 算数 理科 国語 数学 理科 

令和６年度 56（82.7） 52（82.0）  51（87.7） 45（85.7）  

令和５年度 57（84.8） 53（84.8）  62（88.8） 44（86.2）  

令和４年度 53（80.7） 53（83.8） 54（85.3） 63（91.3） 42（81.7） 43（87.2） 

令和３年度 52（80.3） 59（84.0）  57（88.2） 50（87.4）  

令和２年度   

令和元年度 51（79.9） 57（85.5）  69（94.7） 50（83.6）  

 

※ 令和２年度調査は、新型コロナウイルス感染症の影響等を考慮し、実施していない。 

※ 令和元年度（平成 31年度）及び令和５年度は中学校において英語の調査を実施し、 

令和５年度については、「話すこと」調査を実施した。 

  【本市平均正答率・平均正答数】（ ）は全国平均正答率・平均正答数に対する充足率 

      令和元年度 51％（91.0％） 

      令和５年度 41％（89.9％） 「話すこと」0.4問（66.6％） 

    ※ 充足率は小数第２位以下を切り捨てた数値で表示している。 
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３ 各教科の成果と課題【国語】 

⑴  正答数分布グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 横軸：正答数、縦軸：割合 

※ 棒グラフ：武蔵村山市  折れ線グラフ▲：東京都（公立）  折れ線グラフ◆：全国（公立） 

 

 ⑵ 平均正答率〔％〕 

 
学習指導要領の内容 問題形式 

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ 選 択 式 短 答 式 記 述 式 

小
学
校 

市 61.5 53.0 74.7 59.4 60.4 46.4 57.3 63.8 44.3 

都 77.9 66.9 83.8 69.9 72.4 61.0 68.7 80.0 59.3 

国 76.9 63.1 81.2 66.3 69.5 57.5 64.7 78.5 58.8 

中
学
校 

市 44,6   48.7 49.5 59.9 60.9 67.9 22.1 

都 51.7   55.0 56.5 65.0 67.1 75.5 28.2 

国 48.1   53.2 52.8 62.3 63.9 73.6 25.3 

※ ⑴言語の特徴や使い方に関する事項 ⑵情報の扱い方に関する事項 

⑶我が国の言語文化に関する事項 

※ Ａ：話すこと・聴くこと  Ｂ：書くこと  Ｃ：読むこと 
 

⑶ 成果と課題 

ア 成果 

    読解問題や基礎的知識を問う設問では、一定の得点率が維持され、特に短文の要旨把握では 

全国平均との差が縮小傾向にある。 

  イ 課題 

    全国平均との差が約 10％と大きく、特に記述問題では無解答率が高く、考えを文章化する力の

育成が課題である。 

小学校 中学校 
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４ 各教科の成果と課題【算数・数学】 

⑴ 正答数分布グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 横軸：正答数、縦軸：割合 

※ 棒グラフ：武蔵村山市  折れ線グラフ▲：東京都（公立）  折れ線グラフ◆：全国（公立） 

 

⑵ 平均正答率〔％〕 

 
学習指導要領の内容 問題形式 

Ａ Ｂ Ｃ1 Ｃ２ Ｄ 選 択 式 短 答 式 記 述 式 

小
学
校 

市 51.4 45.4 40.8 46.6 51.3 58.8 51.6 21.0 

都 68.3 61.2 60.5 64.9 67.6 73.5 69.3 40.7 

国 62.3 56.2 54.8 57.5 62.6 67.2 64.0 34.9 

中
学
校  

市 36.3 38.9  40.0 58.0 48.7 45.9 32.8 

都 49.1 51.4  52.4 63.1 58.2 56.3 45.7 

国 43.5 46.5  48.2 58.6 54.0 52.0 39.6 

※ Ａ：数と計算（小）、数と式（中）  Ｂ：図形 

Ｃ１：測定  Ｃ２：変化と関係（小）、関数（中）  Ｄ：データの活用 

 

⑶ 成果と課題 

 ア 成果 

    基礎計算や単純な文章題、代数の基礎分野では全国平均との差が縮小傾向にあり、基礎学力の

一定の定着が確認できる。 

  イ 課題 

    全国平均との差が依然大きく、複雑な文章題や証明問題、関数の応用で無解答率が高く、思考

力・表現力の育成が課題である。 

  

 

小学校 中学校 
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５ 各教科の成果と課題【理科】 

⑴ 正答数分布グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 横軸：正答数、縦軸：割合 

※ 棒グラフ：武蔵村山市  折れ線グラフ▲：東京都（公立）  折れ線グラフ◆：全国（公立） 

 

⑵ 平均正答率〔％〕 

 
学習指導要領の内容 問題形式 

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 選 択 式 短 答 式 記 述 式 

小
学
校 

市 35.9 42.1 36.7 55.4 44.2 55.2 31.9 

都 49.9 53.7 54.1 69.1 57.9 70.6 46.6 

国 46.7 51.4 52.0 66.7 54.7 69.7 45.2 

中
学
校 

市 

 都 

国 

※ Ａ１「エネルギー」を柱とする領域 Ａ２「粒子」を柱とする領域 

Ｂ１「生命」を柱とする領域 Ｂ２「地球」を柱とする領域 

 

⑶ 成果と課題 

 ア 成果 

観察や実験結果を基にした基礎的な問題では、児童の理解が定着していることが確認できた。 

  イ 課題 

全国平均との差が 12.1％と大きく、多くの問題で全国平均を下回っており、特に論理的思考を

要する応用問題での正答率向上が課題である。 

 

※中学校は、IRTバンドにより提示されている。 

 IRTバンドとは、項目応答理論（IRT）に基づいて 

対象者の学力や能力を５段階で分類したものである。 

これにより、より公平で性格な評価を可能にしている。 

小学校 中学校 

非公表 
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６ 児童・生徒質問調査の結果（一部抜粋） 

※数値は「よく行った」、「どちらかといえば、行った」等、肯定的な回答の割合の合計値（％） 

 ⑴ 肯定的な回答が、小学校・中学校でどちらかでも全国平均より上回った質問事項一覧 

質問事項 

（ ）は質問番号 

小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(26) 地域の大人に、授業や放課後などで勉

強やスポーツ、体験活動に関わってもらった

り、一緒に遊んでもらったりすることがあり

ますか。（習い事は除く） 

42.5 39.5 39.4 30.5 31.2 29.5 

(31）（５年生）１、２年生のときに受けた授

業で、自分の考えを発表する機会では、自分

の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していました

か。 

60.6 73.4 68.6 66.3 73.5 63.0 

(44)国語の勉強は得意ですか。 58.7 64.3 61.4 56.1 51.8 51.4 

(46)国語の授業の内容はよく分かりますか。 75.4 81.5 82.8 81.3 78.5 77.0 

(52)算数・数学の勉強は得意ですか。 57.6 66.2 60.3 48.2 47.6 46.0 

(53)算数・数学の勉強は好きですか。 58.8 61.8 57.9 55.5 55.6 53.8 

 

 本市の児童・生徒は、地域の大人と関わる機会が多いことが分かる。 

 また、算数・数学の学習に前向きである児童・生徒が多く、これは学力向上推進委員会の昨

年度の取組である「算数・数学の補助学習」の効果が出ている可能性がある。 

 

⑵ 肯定的な回答が、小学校・中学校でどちらかでも全国平均より 10％以上下回った質問事項一覧 

質問事項 

（ ）は質問番号 

小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(10)困りごとや不安がある時に、先生や学校

にいる大人にいつでも相談できますか。 
60.6 70.9 70.6 58.4 72.8 73.2 

(22)あなたの家には、およそどれくらいの本

がありますか（雑誌、新聞、教科書は除く）。 

（0～25冊と答えた割合） 

51.7 28.8 36.8 47.4 35.1 38.9 

(28)（５年生）１・２年生までに受けた授業

で、PC・タブレットなどの ICT機器を、どの

程度使用しましたか。 

24.9 50.4 46.7 20.0 55.6 53.2 

(29-1) あなたは自分が PC・タブレットなど

の ICT機器で文章を作成する（文字、コメン

トを書くなど）ことができると思いますか。 

70.6 84.7 81.8 75.5 86.5 83.6 
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(29-3)あなたは自分が PC・タブレットなどの

ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、

グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）

ことができると思いますか。 

58.5 73.8 69.3 54.7 66.9 63.3 

(30-1)５年生までの学習の中で PC・タブレッ

トなどの ICT機器を活用することについて、

次のことはあなたにどれくらい当てはまり

ますか。（１）自分のペースで理解しながら学

習を進めることができる。 

64.5 81.9 81.3 

 (30-3) （３）楽しみながら学習を進めること

ができる。 
75.4 84.7 85.5 

(30-5) （５）自分の考えや意見を分かりやす

く伝えることができる。 
61.9 78.9 77.6 

(30-6) （６）友達と考えを共有したり比べた

りしやすくなる。 
70.1 84.8 84.6 

(32)（５年生）１・２年生までに受けた授業

では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいましたか。 

69.7 81.0 80.3 72.4 78.8 77.7 

(33)（５年生）１・２年生までに受けた授業

では、各教科などで学んだことを生かしなが

ら、自分の考えをまとめる活動を行っていま

したか。 

65.2 79.4 77.8 63.8 72.7 70.6 

(34)（５年生）１・２年生までに受けた授業

は、自分にあった教え方、教材、学習時間な

どになっていましたか。 

72.4 82.3 83.4 74.1 79.7 79.3 

(35)学級の友達との間で話し合う活動を通

じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方

に気付いたりすることができていますか。 

73.8 84.7 84.9 77.8 85.2 84.7 

(36)学習した内容について、分かった点や、

よく分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができていますか。 

68.6 78.9 79.4 66.3 74.8 73.4 

(38)先生は、授業やテストで間違えたところ

や、理解していないところについて、分かる

まで教えてくれていると思いますか。 

77.2 83.7 87.4 77.8 82.9 83.8 

(40)総合的な学習の時間では、自分で課題を

立てて情報を集め整理して、調べたことを発

表するなどの学習活動に取り組んでいます

か。 

72.5 84.3 82.3 71.1 82.7 79.5 
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(42)学級活動における学級での話合いを生

かして、今、自分が努力すべきことを決めて

取り組んでいますか。 

70.9 79.6 80.8 74.9 77.3 77.3 

(51)国語の授業で、目的に応じて説明的な文

章を読み、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見付けていますか。 

69.4 79.6 79.1 

 

(66)自然の中や日常生活、理科の授業におい

て、理科に関する疑問を持ったり問題を見い

だしたりしていますか。 

58.5 68.9 68.9 

(68)理科の授業では、問題に対して答えがど

のようになるのか、自分で予想（仮説）を考

えていますか。 

75.1 85.9 85.7 

(70)理科の授業で、観察や実験の進め方や考

え方が間違っていないかを振り返って考え

ていますか。 

62.8 75.4 76.0 

 

今年度の調査対象児童・生徒では、困ったことや不安があった際に、学校の大人には相談し

にくいと感じている傾向がある。 

また、デジタル機器を使用した授業を受けている傾向が低く、特に小学生では、その傾向が

以降の質問への肯定的な回答率の低さに影響を与えている可能性がある。 

中学生においては、おおむね全国平均と違いが無い傾向にある。 
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７ 各教科の成果と児童・生徒質問調査とのクロス集計（一部抜粋） 

 ●数値は全て、各教科の平均正答率（％）を表している。 

 ●各質問事項において、全ての教科のそれぞれの回答間で小学校は５％以上、中学校は３％以上の 

差があった質問事項のみを抜粋している。 

※例えば、小学校質問事項 16（国語）に関しては、回答１－回答２＝8.1％、回答２－回答３＝5.8％、 

回答３－回答４＝6.8％と全ての差が５％以上のため抜粋している。 

 ●以下に抜粋した質問事項について、本市においては、肯定的な回答をすることが各教科の成果に 

影響を与えている可能性があることが分かる。 

 

【小学校】 

質問事項 

（ ）は質問番号 
教科 

回答１：してい

る（できている） 

回答２：どちら

かといえば、し

ている（できて

いる） 

回答３：あまり

していない（で

きていない） 

回答４：全くし

ていない（でき

ていない） 

(16)分からないことやくわしく知り

たいことがあったときに、自分で学び

方を考え、工夫することはできていま

すか。 

国語 65.3 57.2 51.4 44.6 

算数 56.5 48.0 39.2 29.2 

理科 53.2 46.5 40.0 28.2 

(29-4)あなたは自分が PC・タブレッ

トなどの ICT 機器を使って学校のプ

レゼンテーション（発表のスライド）

を作成することができると思います

か。 

国語 66.0 57.2 49.5 38.3 

算数 57.2 46.6 36.7 30.8 

理科 54.2 46.1 36.1 30.2 

(30-5)５年生までの学習の中で PC・

タブレットなどの ICT 機器を活用す

ることについて、次のことはあなた

にどれくらい当てはまりますか。(5)

自分の考えや意見を分かりやすく伝

えることができる。 

国語 64.6 58.4 52.2 46.3 

算数 56.4 47.8 41.3 35.5 

理科 53.5 47.5 39.7 33.9 

(32)５年生までに受けた授業では、課

題解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組んでいましたか。 

国語 65.6 57.7 51.6 43.1 

算数 58.6 47.1 39.5 34.1 

理科 56.8 45.4 38.9 32.8 

(52)算数の勉強は得意ですか。 算数 64.8 48.8 38.9 28.2 

(53)算数の勉強は好きですか。 算数 59.5 46.0 43.3 34.6 

(54)算数の授業の内容はよく分かり

ますか。 
算数 61.1 46.1 31.5 22.4 

(56)算数の授業で学習したことを、普

段の生活の中で活用できていますか。 
算数 55.1 44.3 36.8 25.0 
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(57)算数の問題の解き方が分からな

いときは、あきらめずにいろいろな方

法を考えますか。 

算数 55.8 45.9 38.9 30.3 

(58)算数の授業で、どのように考えた

のかについて説明する活動をよく行

っていますか。 

算数 60.5 49.0 40.1 30.4 

(69)理科の授業で、観察や実験の結果

から、どのようなことが分かったのか

考えていますか。 

理科 52.9 44.0 36.6 29.4 

 

【中学校】 

質問事項 

（ ）は質問番号 
教科 

回答１：してい

る（できている） 

回答２：どちら

かといえば、し

ている（できて

いる） 

回答３：あまり

していない（で

きていない） 

回答４：全くし

ていない（でき

ていない） 

(58)数学の授業で、どのように考えた

のかについて説明する活動をよく行

っていますか。 

数学 58.2 45.2 38.4 34.8 

(59)文字式を用いた説明や図形の証

明を読んで、書かれていることを理解

することができますか。 

数学 58.5 49.3 29.7 24.7 

 

 

本市の児童は、学習を進める際や課題を解決する際に、自分で学び方を考えたり、自分から取り組ん

だりすることで、全ての教科に良い影響を与えている可能性があることが分かる。 

また、デジタルを活用して自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができたり、発表スライド等

を作成できたりすることが、全ての教科に良い影響を与えている可能性があることが分かる。 

そして、特に算数においては、質問事項の内容が教科の成果に大きく影響を与えている可能性がある

ことが分かる。 

本市の生徒は、特に数学においては、質問事項の内容が教科の成果に大きく影響を与えている可能性

があることが分かる。 

 



資料５ 

令和７年度武蔵村山市立学校研究発表会について 

令和７年９月１日現在 

研究指定 発表校 日 時 研究主題 講 師 発表内容 

【市】 

令和６・７年度 

特色ある学校づくり推進校 

第十小学校 

令和７年 

12月５日（金） 

13 時 30 分から 

16 時 00 分まで 

武蔵村山市まちづくり学習の充実 

～ファシリテーションを活用した、

習得と探究のサイクル～ 

株式会社ひとまち代表取締役  

ちょん せいこ 先生 

 

武蔵野大学工学部 

サスティナビリティ 

/環境システム学科長・教授 

 白井 信雄 先生 

授業公開、研究発表 

及び講師講演 

【市】 

令和６・７年度 

特色ある学校づくり推進校 

第五中学校 

令和８年 

２月 13日（金） 

13 時 30 分から 

16 時 00 分まで 

生命尊重と思いやりの心をもった 

生徒の育成 

東京理科大学 教育支援機構 

教職教育センター 特任教授  

長野 基 先生 

授業公開、研究発表 

及び講師講演 
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資料６ 

第２０回地区ふれあいスポレク大会の開催について 

 

１ 主   催  武蔵村山市教育委員会 

 

２ 主   管  ４地区ふれあいスポレク大会実行委員会 

 

３ 開 催 日  令和７年１０月１９日（日）※雨天の場合、縮小開催予定 

 

４ 地区区分 

中藤地区 １７自治会（鍛冶ヶ谷戸、谷津、入り、向山、神明、中藤団地、原山、原山第

一、萩ノ尾、中村第一、中村第二、中村第三、馬場、横田、日の出、新海道、平

和台第一） 

西部地区 １０自治会（三ツ藤、村山道下、山王森、峰、後ヶ谷戸、宿、残堀、伊奈平、

岸、中原） 

南部地区 １５自治会（しののめ、平和台第二、マイホームランド玉川上水、大南五丁目、

大南、上水台、第２ブロック、１１０１、１１１０号棟、１１１１号棟、１１１

２、緑が丘第一、緑が丘第二、緑が丘第３、緑が丘第５、） 

北部地区 １３自治会（雷塚、学園、むさしの宿舎、第６ブロック、武蔵村山団地第８ブロ

ック、村山団地第１１ブロック、１２ブロック、緑が丘第六、緑が丘第７、緑が

丘第８、緑が丘第九、緑が丘第１１、村山団地４２号棟） 

 

５ スポレク大会会場及び実行委員会 

区分 

地区名 
会 場 

実行委員会役員 

実行委員長 副実行委員長 会計 

中藤地区 
第一中学校校庭 

（午前９時開始） 

佐藤 真言 
(スポーツ協力員連絡会会長) 

池亀 武夫                                                                                                         
（日の出自治会長） 

伊東 和明 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

浦野 朋子 
（スポーツ協力員） 

小林 充子 
（スポーツ協力員） 

西部地区 

総合運動公園運動

場第２運動場 

（午前９時開始） 

斎藤 大樹 
（スポーツ協力員連絡会会長） 

高橋 良行 
（スポーツ協力員連絡会副会長）  

梶野 謙丈 
（残堀自治会長） 

加藤 美智子 
（スポーツ協力員） 

宮後 弥生 
（スポーツ協力員） 

南部地区 
大南公園野球場 

（午前９時開始） 
松田  匡 
(スポーツ協力員連絡会会長) 

川本 隆良 
（平和台第二自治会長） 

小林  徹 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

藤原 美幸 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 
橋口 大介 
（スポーツ協力員） 

北部地区 
雷塚公園野球場 

（午前９時開始） 
岡本 忠治 

(スポーツ協力員連絡会会長) 

吉澤 幹郎 
（学園自治会長） 

山本 武彦 
（緑が丘第７自治会長） 

宮野 麗子 
（スポーツ協力員） 

冨田 弘恵 
（スポーツ推進委員） 
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６ プログラム（案） 

※ 各地区、実行委員会にて検討している。 

 

 中藤地区 西部地区 南部地区 北部地区 

会

場 
第一中学校校庭 

総合運動公園運動場 
（第 2運動場） 

大南公園野球場 雷塚公園野球場 

1 
開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

2 
ミニ・グラウン

ドゴルフ 
ホールインワン競争 

ボッチャ 

（デモンストレーション） 
ウルトラクイズ 

3 パン食い あけてびっくり！？ ウルトラクイズ 
グラウンドゴル
フリレー 

4 玉入れ ２人でサンドイッチ 
ホールインワン

大会 
パラソル輪投げ 

5 みーつけた！ お玉リレー キッズレース ボールでポン！ 

6 
「クッブ」をや

ってみよう！ 
みんなの玉入れ 

あけてびっく

り！？ 
お宝つり 

7 閉会式 ウルトラクイズ じゃんけん大会 お山の大将 

8  閉会式 閉会式 閉会式 
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資料７ 

 

第５２回武蔵村山市民駅伝競走大会の開催について 

 

 

１ 主  催   武蔵村山市教育委員会 

 

２ 期  日   令和７年１２月１４日（日） 小雨決行 

午前８時      選手受付（総合体育館） 

午前９時      開会宣言（総合体育館駐車場） 

午前９時４５分   スタート（女子の部、小学生男子の部、小

学生女子の部、中学生男子の部、

中学生女子の部） 

         午前１０時     スタート（一般の部、地域の部） 

午後０時３０分   表彰式及び閉会式 

（総合体育館第一体育室） 

 

４ コ ー ス   市内２周・６区間 １４.７５ｋｍ（別紙コース図参照） 

区間 始点  ～  終点 距離 

１区 総合体育館前～宿交差点左折～田島内科クリニック 2.95ｋｍ 

２区 田島内科クリニック～大曲り交差点折返し～市役所前 1.50ｋｍ 

３区 
市役所前～宿交差点右折～市道１７号線折返し～総合体育館

前 
2.80ｋｍ 

４区 
総合体育館前～第１運動場入口折返し～宿交差点左折～田島

内科クリニック 
3.20ｋｍ 

５区 田島内科クリニック～大曲り交差点折返し～市役所前 1.50ｋｍ 

６区 
市役所前～宿交差点右折～市道１７号線折返し～総合体育館

前 
2.80ｋｍ 

 

５ 参加資格   市内在住・在勤・在学者（小学４年生以上）で構成されるチーム 

 

６ 編  成   １チーム１０人以内（監督１人、選手６人、補欠３人以内） 

※監督は、選手を兼ねることができる。（小学生・中学生の部の

監督は、成人とし、選手を兼ねることはできない。また、補欠競

技者はなるべく登録すること。複数チームでの参加の場合、補欠

選手の重複は認めるが、複数チームでの出場は認めない。） 

 

 



 

－2－ 

７ 部門及び募集数 

部門 内容 

一般の部 
事業所、学校、クラブ等に所属する者で編成されたチーム 

（男女混合も可） 

地域の部 
同一自治会内に居住する者で編成されたチーム（男女混合も

可） 

女子の部 高校生以上の女子で編成されたチーム 

小学生男子の部 小学生男子で編成されたチーム（男女混合も可） 

小学生女子の部 小学生女子で編成されたチーム 

中学生男子の部 中学生男子で編成されたチーム 

中学生女子の部 中学生女子で編成されたチーム 

特別参加チーム 
姉妹都市栄村村民等主催者が認めた団体により編成されたチ

ーム 

 ※ 募集数は、先着１４０チームとする。 

 

８ 申 込 み   ⑴ 申込期間 令和７年１０月３日(金)から同月月２７日(月) 

まで（定員になり次第終了） 

⑵ 申込方法 ＬｏＧｏフォームからの申込み又は所定の申込

用紙に必要事項を記入の上、スポーツ振興課へ持

参する。 

 

９ 参 加 料     ⑴ 一般の部、地域の部、女子の部 １チーム ６，０００円 

          ⑵ 小学生男子の部、小学生女子の部、中学生男子の部、中学生 

女子の部、特別参加チームは無料。 

※  参加料は、令和７年１１月２８日（金）の監督会議で納入

する。気象状況による大会中止や、チーム事由により大会

を棄権した場合など、納入後の返金はしないものとする。 

 

10 表  彰   ⑴ 各部門の優勝から第３位までのチームに賞状及びメダルを 

贈る。 

⑵ 各部門とも区間の最高記録者には、区間記録賞を贈る。 

⑶ 原則として参加チームが、３チーム未満の部門はオープン参 

加とし、表彰は行わない。 

 

11 監督会議   令和７年１１月２８日（金） 午後７時から  

中部地区会館（市役所４階）４０１大集会室 

 

 



大会コース図 

  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  ◎    中継所（３箇所） 

１区・４区 

       ２区・５区 

       ３区・６区 

       交通規制区間 

区間・距離 

１区（２．９５ｋｍ） 総合体育館前→宿交差点左折→田島内科クリニック 

２区（１．５０ｋｍ） 田島内科クリニック→大曲り交差点折返し→市役所前 

３区（２．８０ｋｍ） 市役所前→宿交差点右折→市道 17号線折返し→総合体育館前 

４区（３．２０ｋｍ） 総合体育館前→第１運動場入口折返し→宿交差点左折→田島内科クリニック 

５区（１．５０ｋｍ） 田島内科クリニック→大曲り交差点折返し→市役所前 

６区（２．８０ｋｍ） 市役所前→宿交差点右折→市道 17号線折返し→総合体育館前 

総距離：１４．７５km 

市役所東 

交差点 

かたくりの湯 

入口交差点 

峰交差点 

宿交差点 

田島内科クリニック 

第１中継所 

 

総合体育館前 

スタート・ゴール 

（第３中継所） 

市道17号線 

市役所前 

第２中継所 

 

大曲り交差点 

岸交差点 



資料８ 

 

栄村との姉妹都市交流事業の開催について 

 

 

 

 

１ 目 的   姉妹都市栄村の伝統的な太鼓（栄ふるさと太鼓）と本市の

太鼓団体が、太鼓を通じて文化交流を図る。 

 

２ 主 催   武蔵村山市教育委員会 

 

３ 実 施 日   令和７年１０月２５日（土）・２６日（日） 

 

４ 場 所   栄村総合文化祭会場 

 

５ 日 程   １０月２５日（土） 

栄村の太鼓団体と、本市太鼓団体が合同練習及びリハー 

サルを行い交流を図る。 

 

１０月２６日（日） 

              ステージ演奏（午前１０時２０分～午前１１時）           

 



団体名・催し名 会 場15日
(土)

16日
(日)

9日
(日)

8日
(土)

3日
(月･祝)

2日
(日)

1日
(土)

26日
(日)

ス

テ

ー

ジ

部

門

展

示

部

門

催
事

大 ホ ー ル

小 ホ ー ル

会 議 室

集 会 室

遊 戯 室

展 示 室

会 議 室

集 会 室

展 示 室

和 室

和 室

ウインドアンサンブル
日 本 舞 踊
ミュージックフェスティバル
民 　 謡
フ ラ ダ ン ス
ハ ワ イ ア ン
和 太 鼓
吟 剣 詩 舞
むさむらギターサークル
サ ー フ ベ ン チ ャ ー ズ
混声さくら＆おやじバンド
演 　 劇
ＯＴSＵＮＡ＆さくらポップ
COG（ビッグバンドJAZZ）
俳 　 句
短 　 歌
切 り 絵
美 術 展
写 真 展
い け 花
武 者 ＆ お 姫 様 体 験
市 民 囲 碁 大 会
茶 道

武蔵村山市民文化祭実行委員会　事務局
武蔵村山市教育委員会教育部文化振興課

TEL042-564-3692 須藤

TEL042-565-1111 （内線658）

問合わせ先

期間：令和７年10月26日（日）～11月16日（日）の土・日曜日、祝日（入場無料）
会場：さくらホール（武蔵村山市民会館）他
主催：武蔵村山市文化協会（武蔵村山市民文化祭実行委員会）　共催：武蔵村山市教育委員会

生 涯 学 習 フェ ス ティ バ ル 展示室・駐車場・小ホール

（同時開催）生涯学習フェスティバル

市民文化祭第56回



会　場 団体名・催し名 開催日 時間等 内　　容
市民駐車場
展示室他 生涯学習フェスティバル 11月2日（日） 10時～15時 市民文化祭と同時開催（内容は、生涯学習フェス

ティバルのプログラムに記載）

ウインドアンサンブル 11月1日（土） 開演：18時 吹奏楽の名曲から映画音楽、唱歌など盛り
沢山の楽しいステージです

大 ミュージックフェスティバル 開演：12時 市内音楽団体の合唱・器楽演奏と市内小中
学校音楽クラブの発表・演奏会

ホ 民　謡 11月8日（土）

11月3日（祝）

11月3日（祝）

開演：11時 民謡の演奏とダンス発表。※飛び入り参加
者募集⇒（090-7827-0178）ー

日本舞踊 11月2日（日） 開演：12時 日本舞踊愛好家による踊りの発表会

ル フラダンス 11月9日（日） 開演：13時 市内のフラダンスチームによる発表会

ハワイアン 11月15日（土） 開演：13時 フラハラウ オ カレオラニのフラダンスと、
Lani Kai、ティーリーブズのバンド演奏

和太鼓 11月16日（日） 開演：13時 和太鼓連盟の所属団体による和太鼓の演奏

吟剣詩舞 10月26日（日） 開演：10時 個人・団体による吟詠発表会

むさむらギターサークル 11月1日（土） 開演：10時 クラシックギター演奏を、アンサンブルでお楽
しみください。

小 サーフベンチャーズ 11月1日（土） 開演：14時 ベンチャーズサウンドをお楽しみ下さい。

ホ 生涯学習フェスティバル 11月2日（日） 10時～15時 公募による団体・個人の演奏・発表

ー 混声コールさくらの会
＆ おやじバンド

16時～混声コール
17時～おやじバンド

歌とバンドの地域コミュニティーによる心温まる
ジョイントコンサート。ゲストに武蔵村山さくら
合奏団

ル 演劇「転校生」 11月8日（土）
～9日（日） 開演 ⇒ 8日（土）14時30分・18時30分

9日（日）11時・14時30分

OTSUNA session ＆
さくらポップ合唱団

11月15日（土） 開演：13時30分 市内高校OBによるポップスバンドと、さくら
ポップＭ・コミュニティー合唱団の共演

COG（ビッグバンドJAZZ） 11月16日（日） 開演：13時30分 ジャズ・オーケストラの演奏をお楽しみくださ
い。

会議室 俳句展 11月1日（土）
～2日（日）

9時～16時30分（土）
9時～16時（日） 俳句を身近に！ 俳句教室：14時～15時

集会室 短歌展 11月1日（土）
～2日（日）

9時～16時30分（土）
9時～16時（日）

日常生活の一こまを詠んだ「短歌展」＋
「源氏物語を詠む会」のご紹介

研修室 切り絵展 11月1日（土）
～2日（日）

9時～16時30分（土）
9時～16時（日）

一枚の紙をカッターで切った「切り絵」作
品を展示します

展示室 美術展 11月15日（土）
～16日（日）

9時～16時30分（土）
9時～16時（日）

サークル・バラ、三ツ藤水彩画同好会、村
山墨人会、一般参加作品

会議室 写真展 11月15日（土）
～16日（日）

9時～16時30分（土）
9時～16時（日） 市内グループと一般公募による写真展

集会室 いけ花 11月15日（土）
～16日（日）

9時～16時30分（土）
9時～16時（日）

よってかっしぇクラブの「いけ花」
グループによる作品の展示

展示室 武者＆お姫様体験 11月２日（日） 10時～16時 甲冑展示、甲冑の装着とお姫様体験、矢に
よる的当てゲーム等

和室 武蔵村山市民囲碁大会 11月２日（日） 当日受付：12時
開始：12時30分

対局：名人戦、有段戦、級位戦
参加費：大人1000円、小中学生500円

和室 茶   道 11月16日（日） 10時～15時 天下人 秀吉から死を賜った茶聖 千利休が集大
成した”茶の湯”をご堪能あれ！

　大南
地区会館 童謡を歌う会 11月12日（水） 10時～11時30分

（予約不要）
ピアノ伴奏で楽しく日本と世界の名曲を歌う集
い。どなたでも自由にご参加ください（無料）

Program ～市民文化祭＆生涯学習フェスティバル～
令和7年度 



資料 10 

 

第２８回武蔵村山市生涯学習フェスティバルの開催について 

 

 

１ 主  催  生涯学習フェスティバル実行委員会  

 

２ 共  催  武蔵村山市教育委員会  武蔵村山市民会館  

 

３ 日  時  令和７年１１月２日（日）午前１０時から午後３時まで 

 

４ 開 会 式  令和７年１１月２日（日）午前９時３０分から予定 

（さくらホール小ホール） 

 

５ 場  所  ・さくらホール（武蔵村山市民会館） 

        （小ホール、展示室、集会室、会議室、研修室） 

・市役所市民駐車場 

 

６ 体験ブース  ８団体 

ペーパークラフトのかご作り、紙ひこうき教室、ふわふわ

ボール壁打ち（テニササイズ）、和太鼓・鳴物の体験・演奏、

工作教室、変り面工作、ミニ生け花体験、村山音頭などの

唄や踊りの体験 

 

７ 舞台出演  ６団体 

        郷土民謡、インスタコードの演奏、フォークソングの演奏、

洋楽ポップス・昭和歌謡、コーラス、手話ダンス 

                  

８ そ の 他  豆乳おからドーナッツ、焼き鳥、クロワッサンコルネ、パン、 

（販売）  焼きそば、フランクフルト、ポップコーン、わたあめ、飲物 

 

 

 

 

 



 

午前１０時から午後３時まで 

武蔵村山市 

市役所駐車場、武蔵村山市民会館 

主催 生涯学習フェスティバル実行委員会 

共催 武蔵村山市教育委員会、武蔵村山市民会館 
 

月 日(日) 

体験コーナー 

 

市民文化祭合同開催！ 
 

飲食出店 

舞台出演 

 

 

・ペーパークラフトのかご作り（かご屋） 

・紙ひこうき教室（武蔵村山紙飛行機協会） 

・ふわふわボール壁打ち（テニササイズ） 

・和太鼓・鳴物の体験、演奏（関東武蔵太鼓） 

・豆乳おからドーナッツ、やきとり（SHOP ANNE） ・クロワッサンコルネ、パン（ソレイユ） 

・やきそば、フランクフルト、ポップコーン、わたあめ、飲み物  

 

・工作教室（東京土建一般労働組合大和村山支部） 

・変わり面工作（三多摩健康友の会） 

・ミニ生け花体験（花・シンフォニア） 

・村山音頭などの唄や踊りの体験（こども民謡ひろば） 

・郷土民謡（土曜チャレンジ学校） 

・インスタコードの演奏（伊藤 大祐） 

・フォークソングの演奏（ひでとかず） 

第２８回 

HP 番号 1017271 

 

会場にゴミ箱はありませんので、ゴミは持ち帰ってください。ペットの入場はお断りしています。 

食事は飲食エリアで行ってください。食べ物のお持ち帰りは控え、なるべく早くお召し上がりください 

・洋楽ポップス・昭和歌謡（クリーンハッチャーズ） 

・コーラス（The Voice of + One） 

・手話ダンス（みにといぼっくす） 

雨天決行 
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